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Generator Cycle - Air Turbo Ramjet，GG-ATR Engine）を候補に選定した．GG-ATRエンジンは通常
のターボジェットエンジンとは異なり，独立したガスジェネレータ（Gas Generator, GG）の燃焼
ガスによりタービン駆動を駆動する．現在，回転系の冷走試験と平行して GG 単体試験の準備を




図 1 GG-ATR エンジン 
 
 






















式において PFDには，それぞれ水素オリフィス上流圧 PFDF2，酸素オリフィス上流圧 PFDO2，TFD




















結果，計 7回の全試験で着火試験に成功している（図 6，図 7）．点火器作動特性として重要な，
着火遅れについては，100 Hzでのデータ収録を行っているが，O/Fに限らずプラグ点火後と同時
に燃焼室圧 PIGが立ち上がっている．加えて，オシロスコープより別途収録している点火プラグ









(a) 試験#3時               (b) 試験#4時 






図 8 点火プラグ放電電流，放電電圧波形（黄色は放電電流，水色は放電電圧．横軸の 1目盛は
20 ms，縦軸の 1目盛は 100 mA または 500 Vに相当．） 
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